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1. はじめに
日本福祉大学では 2008 年以降, 基盤的な LMS
(Learning Management System：学習管理システム)
として, ｢nfu.jp｣ (本学の独自開発) を運用してきた
(倉掛 2015). その後, 2013 年には, Google 社が提供
する教育機関向けの統合クラウドサービス Google
Apps を導入し, 現在, 併存するに至っている (倉掛
2014). Google Apps は, Gmail (メールサービス) を
はじめとして, Google ドライブ (オンラインストレー
ジとウエブアプリケーション), Google+ (SNS),
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Abstract
Google Classroom has the function, so-called LMS (Learning Management System), with integrated cloud service of
Google Apps provided by Google Inc. The author has utilized and studied it practically for the teaching and so on from
the stand point of student's active learning and helping to keep and increase total learning time. In this paper, discuss-
ing about the possibility and obstacles of 'Google Classroom' through the practical teaching, and also mentioned about
the difference from LMS 'nfu.jp' in our university.
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要旨
Google Classroomは, Google 社が提供する統合的なクラウドサービスGoogle App のなかで, いわゆる LMS (学習管理
システム) としての機能を備える. 著者は, Classroom とその周辺サービスの活用方法および課題について, 学生の能動的
学修および総学修時間の確保・増加に資するという観点から, 自身の授業等で実践的に活用・探究してきた. 本稿ではとく
に, ｢心理データ処理演習｣ での授業実践を中心に, そこで活用した Classroomの機能の可能性と課題を議論するとともに,
本学における基幹的な (現行の) LMS ｢nfu.jp｣ との差異についても言及する.
実践報告
Google Photo (写真共有) など, 様々なサービスから
成る統合サービスの総称で, そのなかのひとつ, 学習管
理システム Classroom は, 2014 年 8 月に一般公開され
た, 比較的新しいサービスである (図 1).
この Clssroomを扱った論考としては, 福井・鵜川・
上山 (2016) や鈴木 (2016) がある. 前者では, Moodle
(多くの高等教育機関で普及しているオープンソースの
LMS) との比較を通して, Classroom が学習を支援す
る教育クラウドとして活用できるかという可能性を議論
している. たとえば, すでに運用 (設定) している





ている. 結論として, Classroom および Google Apps
が, 大学での ICT 活用教育の充実を図るためのツール
であると積極的に捉えている. また, 後者では実際の授
業での Classroomの活用方法について, Google ドライ
ブ (フォーム) と合わせて紹介している. 主には, 講義
資料の配付, 課題の提示, レポートの受取・返却のため
に使用している. ここでもやはり, 導入のための敷居の
低さ, 秀逸なインターフェース, Google Apps の他の
サービスとの連携についての言及があり, 講義改善のツー
ルとしての有効性を示している.
著者は, これらと同様の問題意識, つまり, 既存
LMS (とくに本学で使用されている nfu.jp) と比較し
た場合の可能性と課題を追究すること, そして, 学生の
能動的学修を促すという観点での Classroom 活用につ
いて展望する1). 次節以降では, 2015 年度に担当した
｢心理データ処理演習｣ での授業実践を遡上に上げる.
節を閉じる前に, 能動的学修について簡単に確認した
い. 周知のとおり, その必要性については, 2012 年 8













やディベートといった双方向の講義, 演習, 実験, 実習
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ム Google Classroom を措定し, 自身の授業実践をと
おして, その可能性と課題を明らかにすることとしたい.
2. ｢心理データ処理演習｣ における Google
Classroom (＆Google Apps) の活用
本科目は, 子ども発達学部心理臨床学科の専門科目と
して, 2 年次後期に開講している (2015 年度の履修者数
は約 40 名). 内容は, 統計解析ソフトウェア SPSS
(IBM社) の使い方から始め, 記述統計と推測統計の基
礎的なデータ処理技法を習得するものである. 基本的に
は 1 回完結で, 前半に分析方法に関するレクチャと
SPSS 操作を行い, 後半では課題を提示して (変数を指
定, あるいは任意の変数を用いて), 統計分析の演習を
進めた.










教員が用意した質問 (身長, 体重, 血液型など) に加え
て, 学生に質問文 (選択肢) を考えさせることから始め
た. ここでは, まず個々に考えたもの (3 つのノルマを
課した) をClassroom上にアップさせた. そして, 各々
がアップした質問文 (クラス全体で約 120) について,
スクリーンに投影しつつ一覧した. その後, それを参照
しつつ, 3-4 人のグループで検討を行った. ここでは,
出揃った質問文 (とりわけグループメンバーが考えたも









Google フォームで作成し, Classroom へアップした.
初回授業の時間外の課題として, それを学生にウェブ上
で回答させ, 集計結果の Excel シートを Classroom か
らダウンロードできるようにした.
以上, 初回授業での Classroom の設定, およびデー
タの収集と配布について概略した. 基本的には, 教師権
限で作成したコンテンツが, トップ (ストリーム) 画面
上に掲載され, 生徒アカウントの学生が閲覧するスタイ
ルである (図 2). また, ｢ストリーム｣ 以外のメニュー
として, ｢生徒｣ と ｢概要｣ がある. ｢生徒｣ 画面では,
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図 2 Google Classroomのクラス ｢ストリーム｣
クラスに登録した学生の一覧を確認でき, 個別に (ある
いは選択した複数の学生に対して) メールを送信するこ
とができる. これは, Gmail と Classroom が同じ
Google Apps のサービスとして連携していることから
可能になっている (図 3). 最後に, ｢概要｣ 画面では,
フロー型のストリームとは異なり, ストック型の固定的
なコンテンツ (たとえば, 授業の概要説明やシラバスへ
のリンク) を配置している. ここでもやはり, 当該クラ
スと連携している Google ドライブのフォルダと,
Google カレンダーのメニュー (リンク) があり, 各々
のサービス間を容易に行き来することができる (図 4).
次節では, 教師がストリーム上で作成できるコンテンツ




ストリームの ｢お知らせ｣ は, いわゆる掲示板として
の機能をもつ. テキスト以外にも, ファイルの添付,
Web ページ (YouTube 動画を含む) のリンクを張り付
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図 3 Google Classroomのクラス ｢生徒｣
図 4 Google Classroomのクラス ｢概要｣
けることができる. たとえば, 前節でも述べたように,
Google フォームで作成したWeb アンケートのページ
を掲載し, 回答後の集計データを, Excel シートとして
アップし, 学生にダウンロードさせた. このように教材
の配布として, ｢お知らせ｣ を活用した (図 5-7).




明のほか, SPSS の操作手順や, 関連する演習課題など













をアップしていた. しかし, このうち, SPSS の操作手
順については, 静的なスライドで示すよりも, 画面遷移
を動画で見ながら学習する方法もある. 授業前に教員が








ストリームの ｢課題｣ では, 教員が課題を提示し, 学
生が電子ファイルを提出することができる. また, 教員
画面では随時, 提出状況 (完了／未完了) を確認できる
(図 9).




(図 10). さらに, 学生が Classroom を通じてファイル
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図 7 ストリーム上の ｢お知らせ｣ ③
図 8 ストリーム上の ｢お知らせ｣ (授業スライドの配布)
図 9 ストリーム上の ｢課題｣
を提出すると, それが当該フォルダへ自動的に格納され
る仕組みである (図 11). これを受けて, 教員は提出物
をスムーズに確認し, 学生への評価やコメントをフィー
ドバックすることができる (図 12).
このように, Classroom とドライブは, いずれも


























上の ｢問題｣ として, SPSS の分析結果の考察を促した
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図 13 ストリーム上の ｢問題｣
図 14 問題に対する解答一覧
図 15 解答への返信 (コメント)
ことがある. 周知のように, SPSS を使用すれば, 適当
な変数を選択し, いくつかのメニューをクリックしてい
くだけで, ひととおりの分析結果を出力することができ






に認識させ, その点の訓練の必要性 (重要性) を強調し
た.
4. Google Classroom活用の総括
4.1 既存 LMS (nfu.jp) に対する優位性
これまで繰り返し述べてきたように, Google ドライ
ブをはじめとした, クラウドサービス Google Apps の
各種サービスとのシームレスな連携を図ることができる
点に, 大きなメリット (優位性) が認められる. 後に述
べるように, Classroom単独では LMSとして見劣りす








こと, レスポンスが早いことも Classroom の利点であ
る. このことは, 利用者すべてに共通して, 継続的に利
用するための意欲を維持させるという点で, 不可欠なも
のだと考える.
加えて, Classroom を含めて, Google Apps 全体と
して, モバイル端末との親和性が高いことにも言及した














さらに, もうひとつの困難は, 既存 LMSのユーザイ
ンタフェース (操作感) に慣れた学生に対する指導であ




ファイルの提出方法に関して, Classroom への ｢アッ
プ｣ と ｢提出｣ が別であることから, アップはしたもの
の, 最終的な提出までに至っていない状況が発生した8).









１) いずれも 2016 年に発行された論考であり, 本稿執筆時
(2016 年 9 月) に初めて参照したものである. よって, 著
者の授業実践 (2015 年度) 自体は, それらを直接的に受
けたものではないことを付記する.





社会的能力, 教養, 知識, 経験を含めた汎用的能力の育成



















６) 言うまでもないが, Classroom はあくまでツール (イン
フラ) でしかない. 実際に, 学修を促すためには, そこへ
載せるコンテンツ (教材や教員の工夫) が不可欠である.
７) 本稿執筆時には, Google ドライブのアプリ ｢フォーム｣
で, テスト機能が新たに登場しており, 設定メニューのな
かに, ｢質問の点数を割り当てて自動採点を有効にできま
す｣ との記載がある. 試用したところ, 提出者に対して,
即時に, 回答の正誤と成績をフィードバックできることが
確認された. テスト作成と回答・提出, 採点と結果返却が
簡便にできるのは, 大変有益である. ただし, この時点で
は, 問題形式は選択式のみで, 記述式には対応していない.
今後, さらなる充実が待たれる機能である.
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